
議
98 

令
和
７
年
度
三
原
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
令
和
７
年
度
は
、
雨
水
事
業

と
し
て
、
浸
水
対
策
を
中
心
に
、
管
渠
、

ポ
ン
プ
場
の
整
備
及
び
改
築
・
更
新
等

を
実
施
し
、
ま
た
、
汚
水
事
業
と
し
て
、

公
共
下
水
道
事
業
、
市
町
設
置
型
の
小

型
浄
化
槽
事
業
等
を
実
施
し
た
。

　

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰

に
伴
い
、
維
持
管
理
費
用
や
下
水
道
施

設
の
整
備
更
新
費
用
が
増
加
す
る
等
、

経
営
環
境
は
厳
し
く
、
純
損
失
は
約
２

８
５
１
万
円
と
な
り
、
こ
の
欠
損
金
は

利
益
積
立
金
で
補
填
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
額
と
決

算
額
の
乖
離
の
理
由
を
問
う
。

答
純
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
想
定
し

て
い
た
ほ
ど
に
経
費
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
退
職
給
付
引
当

金
を
取
り
崩
し
た
こ
と
で
収
益
が
改
善

し
た
も
の
で
あ
る
。
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
汚

泥
処
理
量
を
減
ら
し
た
こ
と
に
伴
い
処

理
費
が
減
少
し
た
こ
と
及
び
令
和
６
年

度
を
も
っ
て
、
大
規
模
な
施
設
修
繕
が

完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
負
担
金
が
減

少
し
た
。

激
な
高
騰
を
踏
ま
え
て
コ
ス
ト
及
び
工

期
の
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

現
行
の
バ
ス
サ
ー
バ
方
式
か
ら
Ｄ
Ｈ
Ｃ

Ｐ
サ
ー
バ
方
式
へ
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
成
及
び
管
理
方
式
を
変
更
す
る
こ
と

に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
で
き
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　

こ
う
し
た
縮
減
を
行
う
一
方
で
、
こ

れ
ら
を
実
施
し
て
も
な
お
、
経
費
が
不

足
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。
効
果
と
し
て
は
、
令
和
13

年
度
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
試
算

す
る
と
、
合
計
で
１
億
６
５
９
０
万
円

の
縮
減
効
果
が
あ
る
。

議
85　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
概
要
】
令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
給

付
費
等
の
確
定
に
よ
り
、
国
・
県
等
へ

の
返
還
金
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
１
億
２

０
５
１
万
５
千
円
を
追
加
す
る
。

議
86　

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
概
要
】
和
田
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
、

故
障
し
た
２
号
ポ
ン
プ
の
更
新
に
伴

い
、
適
正
な
工
期
を
確
保
す
る
た
め
、

期
間
を
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
、
限
度
額
を
４
億
円
と
す
る
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
83
号
他

３
件
に
つ
い
て
、
全
員
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

問
下
水
道
使
用
料
収
入
額
と
経
営
戦

略
と
の
乖
離
の
理
由
を
問
う
。

答
経
営
戦
略
策
定
時
に
は
、
市
内
の

大
規
模
製
造
事
業
者
に
よ
る
施
設
増
設

を
見
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
蔓
延
等
に
よ
り
、
予
定
ど
お
り
と
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。

問
汚
水
処
理
費
に
対
す
る
経
費
回
収

率
が
前
年
度
か
ら
０
・
３
％
減
少
し
て

い
る
が
、
今
後
の
効
率
的
な
運
営
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

流
動
比
率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
今
後
の
資
金
繰
り
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答
経
費
回
収
率
の
低
下
に
つ
い
て
、

今
後
は
、
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及
促
進

活
動
に
よ
り
、
収
入
の
増
加
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
費
用
面
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
て
、
下
水
道

事
業
経
営
審
議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
更
な
る
経
営
改
善
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
資
金
繰
り
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
た

投
資
や
各
種
財
源
の
計
画
的
な
活
用
に

努
め
た
い
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
98
号
は

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

決
算
特
別
委
員
会
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企
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